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令和７年度がスタートしました。
昨年度同様、保護者・地域の皆様方と連携を図りながら、
御館山小の全ての子どもたちが、安心・安全に学校生活を送り、
一人一人が成長を実感できる１年間となるよう、全力を尽くしてまいります。
今年度も、どうぞ宜しくお願いいたします。

さて、一昨日4月6日朝、登校してきた子どもたちは、新しいクラスメイトを確認しようと
児童玄関前に貼り出してある『新しい学級名簿』の周りに、幾重もの人垣を作っていました。
「うわ～！」「やった～！」などの歓喜の声を挙げる姿は、
何時になっても変わらない、新年度最初の風物詩と言える光景です。
3月24日の修了式から、まだ2週間しか経過していませんが、
思いも新たに登校してきた子どもたちの溌剌とした表情を見ると、
新しい学年・学級への期待に加え、
一つ進級した自分自身への期待がやる気となって表れているようでした。
そんな表情や子どもたちの明るく元気な挨拶を聞くと、
新年度がスタートした喜びと、「今年は何が出来るのだろう？」
というワクワク感が一気に高まってきました。

始業式では、左欄にも掲載している 『今年度の目標【御館っ子らしさの3本柱】』『今年度の目標【御館っ子らしさの3本柱】』
について話しましたが、それについてはしっかりと説明したいと思いますので、
後日、改めてお伝えしたいと思います。（今日は割愛します。）

始業式の前後には、『着任式』『着任式』と、子どもたち一番の関心事である『担任発表』『担任発表』を行いました。
子どもたちは、転入職員からの挨拶の度に、元気のよい挨拶と歓迎の拍手を、
担任発表時には、「喜び」「驚き」の声を挙げ、同時に大きな拍手を送っていました。

その後の学級活動を覗いてみると、
自己紹介（決意表明）、係決め、仲間作りゲーム、きまりの確認、担当棚の整理・・・等々、
それぞれの計画に沿った学級作りがスタートしていました。
下校時、子どもたちはみなニコニコ顔で、
「楽しかった！」「先生優しかったです」「がんばります！」と言いながら帰っていきました。

今年も1年、明るく元気で素直な御館山の子たちと共に学べることに感謝し、
やる気に満ち溢れた職員、そして常に学校をサポートしてくださる保護者・地域の皆様方と共に、
「全職員一丸となって、子どもたちの健やかな成長を手助けしていかねばならない！」
と、決意を新たにした、新年度の初日でした。

P.S. ご家庭でも、新しい学級の様子に関する会話が弾んだのではないかと想像します。
子どもたちのやる気を高め応援する声掛けをしていただけたら有り難いです。
またもしかしたら不安を口にしたお子さんがいらっしゃるかもしれません。
そんな時は、励ましの言葉掛けをしていただくと共に、
必要があれば、遠慮無く学校にご相談ください。

１組 ２組 ３組 ４組 ５組 １組 ２組

１年 原田保代 吉永由紀 肥後里奈 小渕佳代 土井みどり ひまわり 山田 彩 福田ゆかり

２年 藤田陽子 石田俊輔 熊本理恵 森 輝美 たんぽぽ 野口 玲 渡邊明日香

３年 七山健志郎 貞包真佑 小林篤子 門畑佳菜芽 すみれ 松本明子

４年 西 知里 立野涼香 中島千恵 阿曽こころ 【理科】 宮本勝 田口兼司
専 吉田隆志

５年 友永 淳 桑原昌子 濵本玲奈 早田祐惟
科
【音楽】 草野千裕

６年 山越翔陽 森野しのぶ 山田茉麗奈 野上和章
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教頭：山﨑真美 副校長：安樂智史 校長：山口敬博

【ひとり言】

本日の長崎新聞『水や空』に、
交通安全に係るコラムが
載っていました。
まさに今の時期に
気をつけたい内容でしたので
紹介します。
･････････････････････････････
『水や空』 2025.4.9
詩人、杉本深由紀さんに「きょうの
きみに」という一遍がある。＜ぼくは
つうがくろ＞という一節で始まり、通
学路が大人目線で子どもに優しく語
りかける▲＜いけがき まがりかど
大きな木／ポスト 信号 ながれる
川･･･／あるくみちは おなじでも／ま
いにち どこか ちがってる＞･･･。通
学路の景色は同じに見えて、少しず
つ表情を変える。通う君たちの方が
日々、成長し、変わるからだよーと
詩は続く▲きのうの中学校、高校に
続き、きょうは多くの小学校で入学式
がある。初めて通学路を通る子ども
も多いだろう。これから毎日”どこかが
違う道”になる▲成長を刻む通学路
には一方で、絶えず危険も潜んでい
る。警察庁の発表によると、過去５
年間で歩行中に交通事故で死傷し
た数が最も多いのは「７歳」だった▲
「一人歩き」が増え、道路に飛び出
したりと予測できない行動にも出る。
子どもは視界が狭い。小さくて運転
席からも見えずらい･･･。７歳の「一
人」に、ドライバーをはじめ大人が細
心の注意を払う必要がある▲＜いけ
がき まがりかど 大きな木＞･･･。詩
にある通学路の風景は、事故の点
検ポイントにも見える。例えば、保護
者同伴で登下校の練習をして通学
路を頭に刻む。心弾むだけでなく、危
険も学ぶ入学の季節にしたい。（徹）
･････････････････････････････
このコラムの元になった「7 歳

の死傷者数が最多」の記事は長
崎新聞（3/28）にあり、先日職員
でも共有したところでした。
心がけたいのは『時間に余裕を

持って行動すること』であり、その
ためには①朝時間の余裕を持って
送り出すこと②忘れ物にも気をつ
けることです。
学校でも指導しますが、ご家

庭でも一声、お子様へのお声掛
けをお願いします。

❏令和7年度スローガン

笑顔あふれる
「み」みつけよう夢を
「た」高めよう志へ

助け合おう友と
「ち」知恵と
「や」やる気と
「ま」真心で

【「御館っ子らしさ」の3本柱】

～いつでも・どこでも・だれとでも～
～学びをつなげる～

～何ができる？どう動く？～


